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生産管理・ＳＣＭ の願望とジレンマ

全体最適化 ↔ 部門間利益の相反

リードタイム短縮 ↔ 部門目標達成のための自由度と余裕の確保

他社の良いとこ取り ↔ 自社（だけ）は特殊で難しい

多品種少量短納期 ↔ まとめ生産による効率化

全自動・最適化 ↔ 融通性の確保

計画工数の削減 ↔ 管理サイクル（PDCA）の高速化

一方、生産管理の実態は・・・

Excel による 計画
全ては、計画担当者の頭の中
計画業務は長時間労働
部門間連携と調整に時間がかかる
全体を見渡せている人がいない ｅｔc...
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欠品は困りますよ !

特急で作ってください

早く確定計画を
ください

1工程の大ロット計画に合わせて、
早く納品してください

大ロットで造るように計画
をつくり直します

全体を最適にする計画
は、私がつくります

つながりの見えない SCM 

お客様
調達先 製品デポ

指示 指示 指示

１工程 ２工程

指示

計画を作る人・生産する人の分離 部門ごとの利益が相反

能率を上げるぞ!

指示

1個流しにして
JIT化しなさい

注文

特急って、何を変更すればいいの？

大ロットで造れば、
安上がりだ

この在庫、いつ使うの？

指示通りやっているんだから、
まぁいいかっ

営業は突然言って
来るから在庫は
持っとかなくちゃ

在庫金額を減らしてくれよ～
需要予測の精度が
重要なんですが・・・

指示と、ずれちゃった
けど大丈夫かな？

いつも遅れるから
早めの納期を伝えよう。

余裕があるように見られると、
無茶言ってくるから・・
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（コンピュータ）システムによる 生産管理

得意なこと
・覚えること

・覚えたことを引っ張り出すこと

・計算（在庫の増減など）

・与えられた制約条件の中で、

「なにか」を最大（最小）化すること

苦手なこと
・臨機応変に制約を緩和すること

・新しい工夫をすること

・視野を広げること

・大勢でコミュニケーションを取りなが
ら調整すること

オーダー（出荷計画）

計画作成
所要量展開(MRP)

スケジューリング

生産指示

進捗管理

在庫管理

コンピューターの特性を活かした 業務フロー

進捗のデータをため込んで
在庫の増減を計算する
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計画の最適化を目指していた頃に、衝撃の改善！

顧客工場在庫在庫自社工場 納入

オーダー

オーダは、突発的で乱高下する。 傾向がつかめない。しかも、短納期要求。
自社工場の大量の在庫が必要。 タンク増設を検討。

顧客工場の製品生産計画を入手し、自社内で（勝手に）所要量展開を行う。
納入時に顧客在庫を把握し、在庫推移を予測。
在庫推移予測と、納入計画を提示し、承認してもらう方式へ変更

効果
顧客側： 在庫管理、発注業務の省力化
自社側： 安定した需要に基づく計画生産

製品在庫の大幅削減 （既存タンク不要化、別用途に転用）

顧客工場での消費は安定
しているはずなのになぜ？
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チームワーク で 生産管理 するためには？

 見える範囲を広げる

 見え方を変える （わかる見え方・感じる見え方）

全体の中での自分の役割がわかる見え方

自分の行動の変化が全体に与える影響がわかる見え方

 全員で同じものを見て考え、共に調整できる

 会議・書類・・・ ではなく、思い立った時にすぐにできる

 調整結果が、すぐに反映される

良好な人間関係の維持 共通の目標達成のための意気込み・態度

モニタリング
フィードバック

支援
相互調整

学習のループ

コミュニケーション

チームワークの心理学（山口裕幸 著） よりチームワークのモデル
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チームワークが発揮しやすい 業務フロー

営業

生産

調整 実績

現状
つながり
未来

（すぐに反映）

調整 実績

コミュニケーションの場

インターネット !?
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こんな 生産管理システム はいかがでしょうか
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お客様の声
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工場はちゃんと対
応してくれる。
情報を早く正しく伝
えなきゃ。

あなたが急いでいるモノ
はこっちだね

段取り縮めて
小ロット化すると
全部、納期に間に合うぞ!!

つながりの見えるサプライチェーン

お客様

調達先 製品デポ

１工程 ２工程

注文

情報

実績

気を使ってくれて
助かるよ

お客様まで見えるぞ。
先に準備しておこう。

入荷したら即出荷だ
倉庫に入れてる暇ないぞ

全員が、全体の計画がわかる
計画のつながりが見える

現場の力を引き出す
全員参加型 SCM

全体の計画と
計画のつながりが見える
大きなホワイトボード

変更
実績

変更
実績

情報

変更
実績

情報 情報

こうやった方が、良くない？

納期
情報
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生産計画システム（計画系）

マスターデータ
・勤務体制
・設備
・品目（製品/中間品/購買品）
・レシピ（品目構成／BOM）
・生産リードタイム
・作業

生産管理システム(実行系)

・進捗管理
・在庫管理
・発注残管理
・受注残管理

MRP
部品展開
所要量計画

日程計画

スケジューラー

調達計画

計画の修正

MRP:資材所要量計画
BOM:部品構成

PDCA型 生産管理システムの機能の流れ
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チームワーク促進型システム 機能の流れ

結果表示
・在庫推移
・設備負荷
欠品（納期遅れ)

賞味期限切れ、余剰
負荷オーバー

すぐに発見！

判断・修正 （手入力）

最適自動計画
（高速ＡＰＳロジック）

マスターデータ
・勤務体制
・設備
・品目（製品/中間品/購買品）

・BOM（部品構成 ）

・作業（標準時間、歩留り）

トランザクションデータ
・現在在庫
・発注残
・受注残

部品展開
在庫引当
負荷計算

生産日程計画
調達計画
出荷計画

自動計画と、人手による調整が共存
修正の結果を残すことができる

進捗管理

指示

実績報告

計画の見える化・わかる化が主目的
自動計画機能、人による計画作成が対等

変化の度に即計算
（自動的）


